
チャペル週報 

（詩篇96：1―2） 

 

ランバス記念礼拝堂 

新しい歌を主に向かって歌え。全地よ、主に向

かって歌え。主に向かって歌い、御名をたたえ

よ。日から日へ、御救いの良い知らせを告げよ。 



 



  The beginning of a new year is a good time to reassess one’s lifestyle, and 
make some adjustments to improve health, relationships, or work 
performance. Most resolutions focus on specific problems such as lack of 
exercise, dealing with clutter, or time management, but I wonder what kind 
of resolutions we would make if we tried to reassess the very basis for our 
way of living. I’d like to introduce some thoughts from three people who 
were intentional about their way of living. 
  Martin Luther, the Protestant reformer, supposedly said,“If I knew that I 
was going to die tomorrow, I would plant a tree today.”This was a concrete 
expression of his hope for the future, even one in which he was not present. 
  Mahatma Gandhi said,“Live as if you were to die tomorrow. Learn as if 
you were to live forever.”While savoring each day as a gift of God, I hope 
that all of us can experience the joy of learning throughout our lives. 
  And finally, John Wesley, the founder of Methodism, said,“An ounce of 
love is worth a pound of knowledge.”In other words, learning alone is not 
enough, without love for others. 
  So, as you begin this new year, the 120th for Kwansei Gakuin, may you 
greet each day with new hope, the joy of learning, and love for others. 
  
　年の初めは、ライフスタイルを見直し、健康状態、人間関係、仕事の仕方な
ど、良く変えようと思ういい機会です。大半は、運動不足、片付け、時間の管
理といった特定のことの解決を求めがちですが、生き方の根本を見直そうとす
るなら、どんな答えが見つけられるでしょう。ここで、自分の生き方を特に考
えようとした三人の言葉を紹介します。 
　宗教改革者マルチン・ルターは「明日死ぬことになっても、今日一本の木を
植えよう」と言ったと言われ、未来への希望を非常に具体的に述べています。 
　インドの政治家マハトマ・ガンジーは「明日死ぬと思って生きなさい。永遠
に生きると思って学びなさい」と言いました。毎日を神様が与えてくださった
お恵みとして受けとめ、生涯にわたって学び続ける喜びを皆さまが感じてくだ
さればと思います。 
　最後に、キリスト教の教派メソヂスト派の創始者ジョン・ウェスレーは「１
オンスの愛は１ポンド（重さの単位、16オンス）の知識と同じだ」という言葉
を残しました。他者に対する愛をもたずに学ぶだけでは十分とは言えません。 
　関西学院創立120年目にあたる今年、皆さまが毎日を新しい希望、学ぶ喜び、
そして隣人への愛をもって迎えられますようにお祈りします。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（院 長） 
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●関西学院大学　阪神・淡路大震災記念合同チャペル 
　テーマ：「震災14年目を覚えて」 

　と　き：１月１４日（水）１０：３５～１１：０５ 

　ところ：中央講堂 

 

●チャペル・オルガニスト卒業演奏会 
　各学部チャペルをはじめ各種式典などでオルガン奏楽を務めるチャペル・オ

ルガニストから今年、１０名が関西学院大学を巣立ちます。 

　それぞれの学生時代の思い出を胸に、これまでのレッスンと練習そしてチャ

ペルでの経験すべてをこの日の演奏に託します。 

　どうぞご来場いただき、学生時代最後の演奏に拍手をお願いいたします。 

　と　き：３月７日（土）１４：００～ 

　ところ：ランバス記念礼拝堂（西宮上ケ原キャンパス） 

  

●ＣＤ・ＤＶＤライブラリー 
吉岡記念館事務室宗教センターには、教会音楽、キリスト教に関するＣＤやＤ

ＶＤを備えています。本学学生及び教職員（学生証または身分証明書必要）

であればどなたでも利用できますので、希望者は事務室までお越しください。 

  

●使用済み切手収集にご協力ください 
本学では日本キリスト教海外医療協力会（JOCS）切手部の活動に協力し、

使用済み切手の収集をしています。通常切手も対象としていますのでどうぞ

吉岡記念館常設の回収箱にお届けください。 

  

●今号が本年度「チャペル週報」の最終号です 
２００９年度は４月６日（月）号からの発行となります。新年度のチャペルや宗教

センター、あるいは宗教活動委員会主催の催し物などのご案内をしていきます。

また瞑想欄では、教職員の方々によるメッセージやエッセイを掲載しますので

ご期待ください。 
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